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納
付
が
困
難
な
学
生
の

方
は
、
学
生
納
付
特
例

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

２０
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
専
門
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
方
で
す
。
ま
た
、
夜

間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課

程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認

を
受
け
ず
に
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の

事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り
障
害

の
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
保
障
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。　

年
度
の
学
生
納
付
特

２４

例
制
度
の
申
請
（
年
度
ご
と
に

申
請
）
は
、
４
月
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
申
請
の
際
は
、

年
金
手
帳
と
新
年
度
に
更
新
さ

れ
た
有
効
期
限
の
あ
る
学
生
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
同
一

世
帯
の
家
族
が
申
請
す
る
場
合

は
、
認
め
印
も
必
要
で
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
受
給
資
格
期
間
に
計
算
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に

は
入
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
承
認

さ
れ
た
期
間
は　

年
以
内
で
あ

１０

れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
（
追
納
）、
追
納

す
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
中
は　

年
４
月
〜　

年

２３

２４

３
月
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
付
け
ま

す
。

　

詳
し
く
は
市
保
険
年
金
課
緯

４
７
０
・
７
７
３
２
ま
た
は
武

蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

　

課
税
標
準
額
と
は
、
税
額
を
算

出
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
基
礎

と
な
る
額
で
す
。
原
則
と
し
て
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
法
律
に
基
づ
く
課

税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
場

合
や
、
土
地
に
つ
い
て
税
負
担
の

調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

課
税
標
準
額
は
価
格
よ
り
も
低
く

な
り
ま
す
。

◎
土
地
の
評
価
お
よ
び
税
負
担

に
つ
い
て

　
　

年
度
の
価
格
を
算
出
す
る
に

２４
当
た
っ
て
、
３
年
に
１
度
の
固
定

資
産
価
格
の
見
直
し（
評
価
替
え
）

を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

　

年
１
月
１
日
を
価
格
調
査
基
準

２３日
と
し
、
新
た
な
地
価
調
査
を
行

い
、　

年
度
の
評
価
額
を
算
出
し

２４

ま
し
た
。

　
　

年
度
に
お
い
て
も
税
負
担
の

２４
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
個
々
の
土

地
の
評
価
額
に
対
す
る
前
年
度
課

税
標
準
額
の
割
合
（
負
担
水
準
）

の
均
衡
化
を
重
視
し
た
調
整
措
置

（
負
担
調
整
）
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
評
価
額
に
対
し

て
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割
合
が

一
定
基
準
以
上
の
土
地
は
税
負
担

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
り
、
据
え
置

か
れ
た
り
す
る
一
方
、
評
価
額
に

対
し
て
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割

合
が
一
定
基
準
以
下
の
土
地
は
税

負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
措
置
に
よ
り
、
評
価
額
が
下
が

っ
た
土
地
に
つ
い
て
も
、
税
額
が

据
え
置
か
れ
る
場
合
や
、
引
き
上

げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
家
屋
の
評
価
お
よ
び
税
負
担

に
つ
い
て

　
　

年
度
は
評
価
替
え
の
年
度
に

２４
当
た
る
た
め
、
新
し
い
評
価
基
準

に
よ
っ
て
新
増
築
分
家
屋
の
評
価

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
在
来
分

家
屋
も
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
見
直

し
を
行
い
、
建
築
時
か
ら
の
年
数

の
経
過
に
応
じ
た
減
価
率
を
反
映

し
て
、　

年
度
の
評
価
額
を
算
出

２４

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
算
出
し
た

新
評
価
額
が
前
年
度
を
上
回
っ
た

場
合
は
、
前
年
度
の
評
価
額
に
据

え
置
き
、
下
回
っ
た
場
合
は
算
出

さ
れ
た
新
評
価
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
評
価
額
に
基
づ
き
税
額
を
算

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
減
価
率
は
最
低
限

度
で
あ
る　

㌫
に
な
る
ま
で
緩

２０

や
か
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、

家
屋
が
取
り
壊
さ
れ
な
い
限
り
、

ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
年
数
の
経
過
し
た
古
い
家
屋

で
は
税
額
が
下
が
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◎
新
築
住
宅
の
軽
減
適
用
終
了

に
つ
い
て

　

次
の
期
間
に
新
築
さ
れ
、
固
定

資
産
税
の
新
築
軽
減
が
適
用
さ
れ

て
い
た
家
屋
は
、　

年
度
で
軽
減

２３

の
適
用
が
終
了
と
な
り
、
本
来
の

税
額
に
戻
り
ま
す
。

　
【
対
象
家
屋
】①　

年
１
月
２
日

２０

〜　

年
１
月
１
日
に
建
築
さ
れ
た

２１
も
の
＝
一
般
住
宅
（
次
の
②
以
外

の
家
屋
）
②　

年
１
月
２
日
〜　

１８

１９

年
１
月
１
日
に
建
築
さ
れ
た
も
の

＝
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど

◎
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
　

年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

２４
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
１

日（
火
）に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期

の
納
期
限
は
５
月　

日（
木
）で
す
。

３１

　
【
ご
注
意
】広
報
３
月　

日
号
で

１５

お
知
ら
せ
の
通
り
、　

年
度
か
ら

２４

◎
固
定
資
産
税
と
は

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
す
る
方

が
、
そ
の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納

め
る
税
で
す
。
税
率
は
１
・
４
㌫

で
す
。

◎
都
市
計
画
税
と
は

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
土
地
・

家
屋
を
所
有
す
る
方
が
、
そ
の
資

産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税
で
、

都
市
整
備
な
ど
の
費
用
に
充
て
ら

れ
る
目
的
税
で
す
。
税
率
は
０
・

　

㌫
で
す
。

２７
　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

×

税
額
は
、「
課
税
標
準
額 

税
率
」

に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

３
月　

日
に
開
か
れ
た
第
１
回

２７

市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
の
３
特
別
会
計
に
つ
い
て
予

算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計

お
よ
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
３
月　
２９

日
に
開
か
れ
た
第
１

回
市
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
４
月
〜
６
月

を
期
間
と
し
た
暫
定

予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

暫
定
予
算
と
は
、
本
予
算
が
成

立
す
る
ま
で
の
間
、
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
当
面
必
要
で
あ
る
経
費
を
、

期
間
を
定
め
て
執
行
す
る
も
の
で

す
。

　

暫
定
予
算
は
、
あ
く
ま
で
一
時

的
な
措
置
で
あ
る
た
め
、
今
後
は

早
急
に　

年
度
の
本
予
算
案
を
取

２４

り
ま
と
め
、
６
月
中
の
市
議
会
定

例
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
緯
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
に

つ
い
て
は
、　

年
度
手
当
額
が
改

２４

定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る

父
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
、

児
童
の
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

※
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

①
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
程
度
②

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
程
度

③
長
期
間
安
静
を
必
要
と
す
る
病

状
ま
た
は
精
神
の
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け

る
児
童

　
【
手
当
月
額
】１
級
＝
５
万
４
０

０
円
▼
２
級
＝
３
万
３
５
７
０
円

◎
障
害
児
福
祉
手
当

　
　

歳
未
満
で
重
度
の
障
害
が
あ

２０
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
程
度
ま
た
は
愛
の

手
帳
１
・
２
度
程
度
の
方
、
こ
れ

ら
と
同
等
の
疾
病
、
精
神
障
害
の

方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

施
設
入
所
者
と
障
害
年
金
な
ど
の

受
給
者
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

※
本
人
、
扶
養
義
務
者
の
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
【
手
当
月
額
】１
万
４
２
８
０
円

◎
特
別
障
害
者
手
当

　
　

歳
以
上
で
重
度
の
障
害
が
あ

２０
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別

の
介
護
が
必
要
な
方
（
お
お
む
ね

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度

の
方
、
ま
た
は
愛
の
手
帳
１
・
２

度
程
度
の
方
で
障
害
が
重
複
し
て

い
る
方
、
こ
れ
ら
と
同
等
の
疾
病
、

精
神
障
害
の
方
）
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
お
よ

び
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
方

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

※
本
人
、
扶
養
義
務
者
の
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。　

　
【
手
当
月
額
】２
万
６
２
６
０
円

◎
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

　
　

歳
以
上
で
心
身
に
障
害
の
あ

２０
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
の
方
、
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
の

方
、
脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋

萎
〈
い
〉
縮
症
の
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
に
入
所

し
て
い
る
方
、　

歳
以
上
で
新
た

６５

に
手
帳
を
取
得
し
た
方
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

　

※
本
人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。　
　
【
手
当
月
額
】１
万
５
５
０
０
円

◎
重
度
心
身
障
害
者
手
当

　

重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
常
時

特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

（
重
度
の
知
的
障
害
で
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
、
重
度

の
知
的
障
害
と
身
体
障
害
の
重
複

障
害
の
方
、
重
度
の
肢
体
不
自
由

で
四
肢
機
能
が
失
わ
れ
座
っ
て
い

る
こ
と
が
困
難
な
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者

お
よ
び
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い

る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
【
手
当
月
額
】
６
万
円

　

詳
し
く
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

に
つ
い
て
が
子
育
て
支
援
課
助
成

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
６
、
そ
の

ほ
か
の
手
当
に
つ
い
て
は
障
害
福

祉
課
緯
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
４
０

０
万
円
以
下
の
方
で
、
そ
の
ほ
か

の
所
得
が　

万
円
以
下
の
方
で
も

２０

申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

既
に
１
月
・
２
月
に
発
行
し
た

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
の
通
り
、
所

得
税
の
確
定
申
告
で
は
公
的
年
金

な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
が
４
０

０
万
円
以
下
で
、
そ
の
ほ
か
の
所

得
が　

万
円
以
下
の
方
は
、
所
得

２０

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
を
除
き
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
市
民
税
・

都
民
税
で
、
公
的
年
金
な
ど
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
社
会
保

険
料
控
除
（
介
護
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
税
〈
料
〉、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
）、生
命
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
、
寡
婦
（
夫
）
控
除

な
ど
の
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
や
所
得
税
の
確
定
申
告
で

各
種
控
除
を
申
告
し
た
が
申
告
を

撤
回
し
た
方
は
、
市
民
税
・
都
民

税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
市
民
税
・
都
民
税
の
申

告
を
し
て
い
な
い
方
は
課
税
課
窓

口
（
市
役
所
２
階
）
で
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
市
民
税
係
緯
４

７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３
３

３
〜
２
３
３
７
）
へ
。

課
税
明
細
書
と
納
税
通
知
書
が
一

冊
に
ま
と
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
共

有
物
件
の
納
税
通
知
書
は
、
代
表

者
以
外
の
共
有
者
に
も
送
付
し
ま

す
（
支
払
い
用
の
納
付
書
は
従
来

通
り
代
表
者
に
送
付
し
ま
す
）。

　

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し

て
い
る
方
で
、
住
所
な
ど
を
変
更

し
た
際
は
、
お
手
数
で
す
が
課
税

課
土
地
資
産
税
係
緯
４
７
０
・
７

７
２
６
、
家
屋
資
産
税
係
緯
４
７

０
・
７
７
２
７
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

決
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、４
月
・

６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
仮
徴
収

と
し
て
、
２
月
と
同
額
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
月
に
保
険
料
が
決
定
し
た
後
、

年
間
保
険
料
額
と
仮
徴
収
額
と
の

差
額
を
、　

月
・　

月
・
翌
年
２

１０

１２

月
の
３
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

年
度
の
介
護
保
険
料
は
７
月

２４
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険

料
額
と
比
べ
て
、
年
度
後
半
の　
１０

月
・　

月
・
２
月
の
保
険
料
が
大

１２

幅
に
増
額
ま
た
は
減
額
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
年

間
の
天
引
き
額
を
平
準
化
す
る
た

め
に
、
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収
額

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

変
更
す
る
場
合
は
、
個
別
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

緯
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
４

９
１
０
、
４
９
１
１
）
へ
。

　

介
護
保
険
料
は
、
毎
年
７
月
に

市
民
税
の
課
税
内
容
な
ど
を
基
に

　

東
久
留
米
市
明
る
い
選
挙
推
進

委
員
に
左
表
の　

人
の
方
が
委
嘱

２０

さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
、
投
票
区

順
）。任
期
は　

年
３
月　

日
ま
で

２６

３１

の
２
年
間
で
す
。

　

推
進
委
員
は
政
治
と
選
挙
を
よ

り
身
近
な
も
の
に
し
、
有
権
者
の

方
に
よ
り
深
い
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
啓
発
活
動
や
地

域
で
の
話
し
合
い
活
動
を
通
じ
て
、

投
票
総
参
加
の
呼

び
掛
け
や
明
る
い

選
挙
の
推
進
を
図

る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
緯
４
７
０
・
７
７
９
０
へ
。

東久留米市
明るい選挙推進委員

氏　名投票区

奥住　喜美子１

赤樫　冨美子２

関　紀子３

内田　滋４

土岐　和代５

前田　牟津子６

大木　久７

守谷　啓子８

笹本　玲子９

當麻　イセ子１０

渡邊　淳子１１

中山　君子１２

白川　公子１３

佐々木　久利子１４

兵藤　美佐子１５

村越　章子１６

小川　幸子１７

峯岸　松枝１８

佐野　寿美江１９

鴨志田　博２０

市
民
税
・
都
民
税
の

　
　
　

申
告
は
お
済
み
で
す
か

各
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

　

年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算
、
下
水
道
事

２４業
特
別
会
計
暫
定
予
算
、
特
別
会
計
予
算

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
が

　
　
　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

固定資産税
　・都市計画税

２４年度のあらま２４年度のあらましし

各
種
手
当
の
ご
案
内

介護保険料特別徴収
（年金天引き）の方へ

仮徴収の
　　お知らせ


